
キーワード：

Keywords:

溶岩流の地形解析によるマグマ噴出時の粘性率の推定

Estimation of viscosity of erupting magma from lava flow morphology

analysis
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　火山の噴火様式や溶岩が生み出す地形はマグマの粘性率によって大きく変化するため，火山の研究をする上

で噴出された溶岩流の粘性率を調べることは意義のあることである．溶岩流の粘性率を決定する要素の一つに

岩石組成があり，これを用いて粘性率を計算する手法はShaw (1972)によってその原型が提案されている．し

かし，溶岩が生み出す地形の中には似た化学組成を持つにも関わらず地形が大きく異なっているものがあ

り，その理由として結晶度や水の含有の違いなどを指摘する研究も行われている(Sato et al., 2013)．このと

き，岩質から予想される粘性率と実際の溶岩地形から推定される粘性率の違いが明らかになるのであれば，そ

の違いを生み出す理由を明らかにすることで噴火前に粘性率が変化する要因を調べる手助けにもなりうる． 

 

　本研究は火山噴火によって形成された溶岩流地形の地形学的特徴に焦点を当て，そこから噴出時の粘性率を

推定する手法を確立し様々な火山で噴出時の粘性率を復元することを目的としている． 

 

 

 

　地形から粘性率を計算する式についてはStevenson et al. (1994)など過去の研究において提示されている

が，今回は地形の物理学的パラメータに関する値として，溶岩流の厚さを溶岩流の面積の平方根で割ることで

得られるアスペクト比を用いた．Ishihara et al. (1990)をもとに東京大学地震研究所が公開している溶岩流シ

ミュレーションの結果からアスペクト比を計算し，溶岩流シミュレーションを使用して，溶岩噴出時の温度や

粘性率，地面の傾斜，溶岩の噴出率を変えて数値実験を行い，形成された溶岩流のアスペクト比と噴出時の粘

性率との関係式を求めた． 

 

 

　次にこの関係式を実際の溶岩流地形数ヶ所に適用した．その結果，噴出率の違いによる誤差は1桁程度であ

り，有用であることが確かめられた．また，溶岩流のアスペクト比から推定された粘性率と岩石組成から推定

される粘性率を比較すると，両者の比（アスペクト比から求めた粘性率／岩石組成から求めた粘性率）は高粘

性マグマになるほど大きくなった．その理由として，高粘性マグマほど噴出温度が低くなっていることが考え

られる．また，Sato (2005)の研究によれば，溶岩の結晶度によって，この比が大きくなることが指摘されて

いる．上記の結果に結晶度の効果を加えると文献値に近い結果が得られ，おおよそ説明できることが分

かった．しかし，個々の溶岩流においてはまだ十分に説明できないので，今後，水の成分比や発泡度などの効

果も検討していく必要がある．
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